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自動制維fJ !~~築材機の開発〈第 1 報〉

校
、

Mas乱hiro HYODO : On the Yaτcler based on 

A utomatic Control (1st Report) 

獲 量ま: .lf1.*県 1.1i'{淡式長u線における ::li))Jit_j作業 (;l ， tEH機のオベレータが0:斗l~'{?iこっ~て，予約討 J二 e

1%仰す:の合図笥にしたがって，浴中止するザメをとっている。

ζ の:'K滋j;:Jシステムの名ノ)(じと，技術Jの符品化。 J友会殺の ìf司とをはかる 7ごめ， 自動1{;1[許[機構をおlみ
込んだ築材科医0) {111発を1ýぇ， とれに;泌すも j完投銭研究そ行っ 7こ。

すなわち，滋jEi;lしりを自動的に維持し，か勺"異常ITM)Jが9r;んした場合0:) 自動 (fJlと渋:織を殺する

(あるいは機械が{字:["<j-:';けようなfF;気 i.i jJ K者機鴻与を開発し， とれそ来日み込んだ築材!哉の/卜たーとた験機後

試作しずお

とれによると~ t見付帯責の立事転';t1i1rMJ乎が税務でき，炉lボタンスイッチのJ'\1<fFt!けで街f絞殺を引き込

んゲり， fNかげした料、を検致りしたり， δ らにはf，JJ ilTJ場まで進行してきた付の fiiiill' I切などの諸

行動を安余i己実総することができる。初f骨子、工荷)Ij]了，の連絡 l 立lLム認訴によるの

なお，安企殺伐のために考MJ: したぷはつぎのとおりである。

(0 張)]io)訟の.i1t1'干の:警報fPl ß告な作った。

(ID 緩衝起動ならびに緩衝停 iLliiJ践が働いているときは， i也の持lボ担ンスイッチ辛料.I iミないよ勺 lと

するための繋十世'1:発する i口Ihl者そ ff "た。
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はしかさ

との研究lふ øm!J制御技術;金利!とした袋店13);]'11[%: (1)慈践的研究である。

取なる祭料機のリモ F トコントロ… Jレでなく，然波材作業会{ょについての rJ t助化を日紋としているの

5立付ド去の対レータは不援となり， ;r'iir釘]手;IZ桁il[J しのT誤作ぞをするのに， j可lボタンスイッチヰC Ý!Tiすだ、けで

1976年 1 月 29!1受j翠

(1) 機械化添

機械化 --4 For. Mech.-4 



- 36- ?!} 284 \予

よい。荷掛手(j:?t};pX官窓口きで ;rttf節手 1て指示し，務制]手は ζ の指示により， :}1:rボタンスイッチそ押せばよい。

このようにして，ただffl1ボタンスイッチ会押すだけで~ ~英運*:1作業の大部分が自動的に実lfできる見通し

である。

このことは， Þfi.(とず!ìjJ効果だけでなく‘ f作'0 言業長の 5安史t金i全そ守悦?

災i宮苔:の防4止;など lにこも効果が大きいと;考5えられる。

白 して， ::;起用機への見通しを得たので9 と乙 lζキ見合ずる。

石111H ザコ討努機械化部長， tm りど扱え撃をll] たのできイ、i おして感謝の窓を表する。

I 架線築材の現状と自動化手法潜入の検討

1. 現殺の方法(1苅 1 参!\u)

l$i.線循環式架線臼IJ名 :F裂架線，ジグザグ架線， Jìßà1l モノケーフ、 jレJAA多くの名材、がある〉は， JlltL5S 

有林において， ;(fg林地の間伐材の搬出方法として，全商的lζ 普及しつつあるが， ζ のブiìt(i.:間伐材の Wfill\

!Cll足らず持ゴド皆伐誠司業 iとははなはだ好都合な+~)出方法であり， f1M�1ﾆ; 

天然林の択伐材搬出法として試験そ開始している現状にあり，ここ

を合めて，との天然**0)択伐材 i純l:B 1~去に f交われる場合を主としたl'I

t.ji線f店主詩集で集巡付するためのもっと'fJl*tiな場合を;\f，~定?ると，

とりあげた。

う符1m索，

ほか〉でも

る;窓 i;.\;

• ~ill授のための張)JûJ/J lf名紫，府fZトjゑま ~C事Nl]閥きそリj 1 会こむi}1 ii\猿の 3 不の労さをおく 3 j日!のドラムを俄えた

築材絡が必塁さである c

集約機のオペレータ iむィミ[掛手またはィitfir[l :f O)指示にしたが勺て， 卜‘ラム問転の逆. !主皮の大小，停

止， 3をよilFをしてp 必擦な仕事を行っている。

すなわち~ ~ミ科するには，循環栄をゆるめ予日 ljl;*~を荷FJ.滋立で引きとみ，村をi.~ì)~f栄 lと織りつ u.七の

ち，引込索ぞゆるめ，綴j%t索宅t::8びít~~長力になるまで緊張させると p 材はífí'j深呼(~t .i:ら会均し、 jこ i訟で停 11

ずる〉

!火1 L 自動itiÜ街1(とよ izi長選材のシスチム

(~~線は D1J主のとき?鎖線!まヶ， ブノレ)

;f付するにはち j.1'\ ß事伝説‘ ï1:行さ

寸ifTこら!仁い。

j'iifJr[Jしするには 1 {I直球栄の巡n

~í:停止させ9 循環ヲ誌をゆるめて村

をおろし， させ

てのち，吃行させる。

その.flli1 臨機lこオペレ，グ lとお

示をと与えて歩然iiE村を実行する c

以 i を要約するん符的手;ちる

いは符鋼]手0)指示によってP オぺ

レータは 3'~fのドラムの動長のお1

みあわせ与を作り，村の搬出 lと必療

な5設の必') ;きをさせているのであ

るの



1"] 勤;防御)JNti~iオ機の 1\自発(務 1 報) (兵頭〉

2. 自動化技術導入の可能性と前提条件

(1) ïす1=ìs 悦

1)[総術r~1j主将架線の作業;ふっきそ、の 30 でSJ~h、されているつ

①荷役け

(言j ~長t~'j授の軍記、

各)荷 1i11 lノ

とれらのうちヲ おまûJ 1じでさる句であ九うかη
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(D 1'(:~f掛け 不1ftよドf(土，材 'ii:.{，iJ終り労i~δ くくわ t .. f1.lj:N~ り受;を'1J!lt f~t猿 fと滋きつけ， さらに 1~';fH~ り索と持品等

り殺そt' :{1:;f掛けj匂で連結するfio子容そする ο とれらの作:業は根本的lとf(1fíJト Ir)' の仕事のあり方そ考、え筏ぎない!段

り， fj 効{U支術ば JX5Jflできそうにない。

③ 祭材機のj~E~J; i玄転手{;t~ と何気i 了.0)指示?とより，つぎのような紫の続全会終恕する人であ

る。すなわち，

ア. 1i日探索の巡行 Jj[iりと i来日まの i淫法

イー引 1さ京lζ 1:.;る橘探索の構成り

ウ. \1送力目認淡による l~nJ索猿の上げいす、

これを援すろに:)本の点在伎町て，三次元OJ !)iめきを・1:1 E!:j ~ζ表現することができれば，そ11で足りる。

どれらは気念 I七日長UJイヒでうるはずである。そのためには，ぎず然材機の 3 間のトラムの 1;11 事i;-;J' iJ [11 に制

御できるように， (Çilx(ま涜lif!\ クランチど~g:Hìプレー iユを翌日h し， これらをiZ気的 n:fWJ {b:[J '~r ることマ， lJí'ì潔

治体 ü:.. L界・ y:降l1fのBr 怒の!ll)J;主役fr:り p 乙れをスイヅザで操作できるヒうにすればよい。

(吉7 符却し 指針JL況のスイッチ勺操作で条るがp 操作fj:簡単なので，臼激化の可能性;立大いにある c

以上野するに， Jl{線ずrnあえ架線!とよる作業は， Î~iljit栄 lと{t{f{f F白 V) ， 集十ノj 機のJmわdとより術深手訟を移動さ

分， {な飼)1訪で街iËD しするごとぞ絞り刀、寸比較的Jj1純1S:1'F ;r:'であるので，自動化技術の導入による;守]常化が

で込るはずである c

(2) 電気干IUjj 1 の諸問緩

ぷ級官1 であっかう3KH機は fj !li1i1 t技術のよも、1ねによるものであるから，必然的;こ電気による総仰がノ史的援

としてあるので，認気利用上の諸問題(能I!約条件二とそれへの対応〉を考えておく必至さがある。

⑦ 浴 ).J i!iIJ御 JE ならぴ lと効力}羽ともす、べて滋カ ~C料れ tJ'設計唆i作止もに簡潔・縦突にできるのであ

るが， rlli日 jでの祭付機fI:1Kでもは，派員u として震力はめからの供給に頼ることができれ自給しなければは

らないので，作動月jの電力:設はなるべく少なくてすむよっに配慮する必獲がある。このため，制御HJ だけ

に電力を佼m いおjカはエンジンt，']lüJ[によるのが巡当であろう 4

ぐの汗t r七労働安会科ís おUW* の務 4 隠す，-;7; c とがかι主主ざれているう ヰ'な;L}

ち， 'i如H'f1l泌が 50V 以 FO)J匂合は特~'Jrj数脊任必裂としないととには")で(，、る。

したがって，特別の;立絡受持たなくても洩転ができる祭*1機にまとめあげるためには，対地怒圧が 50V

j孔{ごの !i送電による治容の1:1: ずるおそれのない電泌を使用するとと t"， 実JHJ>ど媛条件とおる。

K t.:..~ 現実的なI支fから 'Pýえでも，現場労務者は， !iiï fTJ 'Wu 力の AC 100V には 精の忠政JぷをNÿ っている

* (限47 仏 30 労令32) 第 4 ~'W( ，友会衛生教育のなかで， (特別教ず了を必!35 とする業務〉とレて_iJfi B6 条KJij記してあ

るが，このなかで， "tJúJ1蕊肢が 5ilV fffであるものでE誤認によるÍt'!:容の 1]:ずるおそれのないものを!徐く，とある。
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が，パッテリの形となっている電源は日常見なれているので安心感を持っている。

そこで， 5印OVJ以zゲj

③ ケ'一戸ブ/ルレ〈電望綾露〉 1粂祭争長:材1機幾を J逮良ブガj{制111羽↑il! IÍi附街御司jするの iにζ3 無線iとするか， 有線にするか慈見のあるところだ

が，無線にすると，取扱いほ容易であるが， [口i路が複雑になり，雑音賄容による故障のひん皮が増える。

有線は纏突で故療の生ずる機会は少ないが， ケーブJレ耳をさばくのに煩わしい。

名々一長一短であるが，安倍1 ・確実・点検j存主きにま般をおいてp まず有線から着手するととにした。

この場合，ケ{フツレを+11/認することになるが，作業手は木材を扱う傍ら押ボタンスイッチId可iすことに

なるから，ケーブルがIJ、1.1:で事壬いことカfのぞましい。

また，待H:ト・荷i[jJ の百f;j方で扱わずに，J;lユ絞的仕事が業で予移動『伝統丘町少ない12J部手だけで扱う JI:がのぞ

ましいのではないか。

③ [�� 路 回路はいうまでもなく p できるだけ簡潔な方がのぞましい。とのため，作業者ーがある校皮

注意すれば防げる程度の安全管Jillは，同II'fHこは組み入れなくてもよいではなし、かと:考える。

3骨 決定した慰霊主制御の内容

(程度〕

自動化の度合がすぎると F 人のj土窓が散慢となり，仕事J乙対する情熱を:ot);よわせる結果となり，不_Di(の

事態が発生したときに敏速に対処で舎なくはるおそれがあるので， ある程度のととろでとめる必要があ

ツ
心。

したがって，この研究では，人と間勤イじシステムめ協同作業という観点から検討することとした。

ではp ど ζをどの絞Iìt自動化すべきかが問題となるが，荷掛作業ばその作業内容の復雑さからみて凶縦

であるので，まず作業の中心となる j名付機のオベレータを不安ーにすることから出発いつぎの段階でi主将

却しの自動化の実現をばかり，最終的iとは，荷掛7，だけで作業できるようなシステムを線立することを目

標とするの

ll匀� 

現ずE使われている%の築材機は，幾多の試行錯誤を経て実用化されているものであり，その機構は十分

依頼できるものと考えてよい。

そ ζでp 自動化の研究か進めるに当り，まず現行の築材機の機格をベース lとして臼動化につき検討し，

つぎの段階として主主方制御しやすい形の条+;1機の機構を;;s.えることとしたの

すなわち，手泌を整恐すると，つぎのとおりとなるわ

(�) ì主方自i出]が徒主主!こ可能なよう!と，電!iit ケラッチと電磁プレー恥を紬とした実験H1 :3 il司怨築材機を1'1'

る。

(事:) (むを;渓!として.，すごm的な ifH路をff る。

fめ(0， (かで得られた女f1知~"怒として， jIミJjJ忍!の自動制御選集材機の IF[路と機構について検討すみ〉

以 t のような;15'ぇ :Jnとより，気体的 lこは，自動化技術をつぎのように簿入寸ることにした。

( 1 ) 袋t;Jj絡の作動のユニット{ヒ

いま:tでのやり方i丸椅掛子または~f~~Ï知子が機械のオペレータに合図して，オペレータはその合~){]にし

たがって事炉iJえば， ')1込の合闘がきたら循環安のドラムにプレ…予をかけて停止させ，張力制御のドラム

はフリーにして， 51込:ぷのドラム !ζ クラッチを入れて引込5誌をドラム i乙巻き込む、……というように，作業



LI 効!IiUDI!:l'l築材織の!日目:\ Gち i 減) (i;(iljj) 3世

魚にやら仕る f土4'HCJ，むじてs きのおiみイ7わせを変えて提供していた。したが vンてオペレーク

;まし

この滋F干与をなくし，引込む向とかjij'; LÍ:. とかの+li 令そt: LU したら，台以作業二%り滋イメF1J5 自動 i(Jtζ1 j えるように

したし '0

このためには， 1rt)))i付fI工業の各i'I， WJ (ζ必裂なJH;J機の名、郊のW!j きそ斗ニニット!I:，ずればよい(表 3 参j絞)。

(2 ) 張力。コi'i空}Jf!jiJiíill

!fi. rYiHmf紫式集述村では， ili'd繁栄弔ァヨ在日)~Kjnc緊張することと，ゆるめるごとを繰り返して作業するの

であるが，定張j]にするには》当初~lt~;りそ言ト :~tH: (1とより検定 i J，え内ベレータがふのときの~.!~ tコモ循環ゑlこ日

りるしぺ争つけておき 2 との日じるしをふì. -(, 1Jf,t;J 1笈の傑fF在している。

この単純繰り返し作業そ自動化ずる c

(:3) 緩衝よ~-}ITl1.i と緩慢)停止

CWIJえば 1 mÎsec) にすると，荷物がショ γ クを'3(けて，ィiiï終')封叫)~t

べったり，作業者に免役そを与えるので，緩衝必1fÙJのQiJ U与を fiA る!日、裂がある。停止の l告さも 1，けなí<-C ある。

(4 ) ~R 金士、;策

仕事をお 1EU，.(じするとともに，友会対策lごついても目白jイ七でさるところは rJ !ìl!j II~ ヂる必要があるが， とれ

も桂守にとどめるべきであり，必嬰jミtLにしたために，凶路が複雑になり 2 汝卒の l?ï~の点検がlJs銀になる

ことは.ìllt けねばならない，

(む 任怠のどの阿ボタンスイヴチそ 2 j沼J:U.Jr;j 1I;f!C押しでもせ織に以内:をfといないようにする lulH1'rそ

I'í・るととは可能であるが， 1，， 1 路が立反対|ーになるので， これを滋けるために，必ず L本のおだけで操作すると

いう H耳目!jを;七ずれ=そ) , これを'絞守するの

これは， ~jl ，y タンスイ、ソチの間隔が 15 25 mm あり去 また， jiドボタンスイッ子会押して，作動す{，fiij 

ピクリッグが感じられるりまた，円高業務iま沌(.rj主とかテ…ゾJ レコーダなどの fi~ボタンJ妓{ノHどなじんでいるこ

ともあるので， JJ;i\llJを守ることはむずかしいことではないと考える。そこさ， +iP ボタンスイッチ!日jのイン

ターロック i"!hl棋はf1I:らないこととする。

51日常必 }J;が発生しノたときの，~-WJ: ，，)ある:k.則的な張ノフ lζ保たれるように CI 動的に%UJを淵轄するのご

あと}が，なんらかの Jill ili で， このlじ張力þJJ二の :)\I~?;~; (，こ}九\l '~f<)}がかかったときには，機械は滋絡を5êずる

(あるし、は停11:すゐ)ょう lこ守るの

〈白〕 緩衝起動 t~日立[;から終了までのプ，:P'.--. Q 支持ij~!fÛj{dj うとき ;必M~ クラッヲへの{、j 勢湾肢を神 I燃え

せて行うのであるが， ζ の 11\)に fli;の fljl;J<タンスイッチを押すと， グラ y チへのまßù誌の ti1tれが 11 1 ょL され， l~~ 

めに mL動機のトノレクの祭料機への fX:W!Jが l'分でなくたるから p こ(jふ上うなお終!となるのをめくためにむ

FLが規定浴rEに iiするま Cの itd i-ふれ 11 0) fl11 ボタンス寸イァチミモ押すのそ防ぐために g ブザーがljU りあいナる

ような[，，]路を1'1'る。

(~) 緩衝起動復帰の IJIHi，カ〉ら終 J まだのブザ。築iiliM とも起動iIきには28総クラッチ\の滋流会，ある時

:'1 ~iJ かげでìWi.WI させるのであるから，車窓HiRの停lUとは， この !c1] W各を始動的に仮掃さぜておかねば，次 i l'.1の緩

後j起動が不 iïJf殺となるのそこで，夜帰するまで，後械を喝りおt: ~.ナ ð-{止で 3 イむの'Î[j1ボタンスイッヲを押さな

いよう l乙怒告する。

(5) 故 l湾対策
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;t;機は保守iζ不便な l!~J血で使用されp しかも電気の取り扱いに不慣れな人が使間するのであるから，故

降がなるべく生じないよう，また， とれるように配慮が必要である。

そのため，つぎの各点につき，留治;し?と。

①使用電源 24 V のバッテリとしたので，停電による故障が少なし電圧の変動が少ないc

② [>1] J1'i� できるだけ務潔lム点検しやすいようにする。とのため，安全問践はある怨皮街路し， 1& 

扱者の13:;遂にまかせる。

③ 自ff5 Liil -?5t~ 1誌は jy4鐙電jJ の少なし、ノj.裂の糠tf;t;誌を使用し， 部品J長期ならびに古[5品数を権力少なく

し，1i.換が.1:.があるようにする。

④ スイッチ箱;ま l1ti!lといまた， Ff1ぶタンスイッチーの滋は必暴普段少縦にとどめた。

以上の~己滋をするが，なおかった立障を生じたら，本機i立主ミ材機の機体とスイッヂ箱の各ユニーノトを，制

御僚のユニット lz ソケットでとりつける形をとっているので， 各ユニットごとにさしかえるととができ

る c そして後日 ることができる。

区 5起用機の設計と製作

災用機lζ必要な製作 Lの資料，五:創出力、っj点やかにゐため， 実HJi幾の約 1/100 の出力にあたる 200W

のそータを原動機とする実験丹1小笠l築材機とその j心)]機滋を製作したり

本機の構造は，全121ふ写真1，広12 iこぶすとおりである。①モ タ(写真 2，闘の，⑥ J1TI材機じりて

町ナJUTtJ?
凶 2. 集村 1後のブロックド!

ヨ草案 1島 実験機の全体を示す
4 苦r; より成り，立{日uよりトランスミッションf九
祭料問i，強力告lj翻部，遂jノ1 1お
トランスミッション部の上ヱ~5(1 い横長の絞は点

検mの表示灯のセットである。

いる。

}~nヲ渓)4) ， (制長力制御j織りぷ

真 1) ， ④築材機 c写玉三 1) ， お

よび②，@，④に動力を11、える

ためのトランスミッシ n ン部

(1;fof 2, r苅 3) ③から h立って

そして， この③~④はi没 3， 4 ~(， ;i~すw とお

り，電磁クラッチとか滋後プレーキを備えて

いる。

また，この本体の付属装践として，⑧告ij削

除 (主主交 4， 5) , (])張カ fJ [ll;i\lIH 主主主主 tiB: (立'f.輿;

6) , ⑧荷主討けおよびf苛却し悶のスイッチ箱

〈附めを.f_jfffえている。

J.2)、よのうち， CDへ~Qむについては機械設計の

演で，⑥~③については， 2. 電気(抑制のi切で

述べる。

なお， ずるおもな 1!;IJ街j記号令

忌支 11こ示し fこ。
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機械の設計-è製作 ;誌[1. 三f、 1役立1 でがヨ JIJ したおも t，ci;;ij f，rrJ記 'r_;

機械の設計↑ lこは} t~~rrrvy と )J(j: cノ)(r;jj 文ヨ 〆 r
町仁I ;f}j; 

iLiからの検討そ裂するとと iまし、うまで

も r，; t 、ノうら ぷ主主il:fl: は， i凶翁II.llilf名:í-

~Uむ，'IL r るのが際的であるから， λ!常的

長 f'J:;C は -~t}計六、けにとどめ9 機情的検ij;j

を主体 λ した。

( 1 ) トランスミ t〆~' >-{~I~ 

ヨチぢX 2, 3 ~ζ:J~すユおり p トァン

ス三、ソシ、以):.1:- {1!)iÎζ九機Jごし

て 200 W (/) ":0: タを!'汀iえJ この Urnl、

}J 茶、チ y …ンで矛 1.カ品ら )1阪に絞殺f

，ik~ 1m] D1-) ~ j.E :;Y~-I)li 転部) 1st泌J郊に{l、えて

1，)、

写真 2. トラエ/スミッションの

罪主総そ告示すηJ::: ..J:りそータ， 京浜
呂町IJ 1}I5， 五逆転 rrF ， 6記述 f~'i~o

BZ Buzer 
F Fuse 
G ・ SL i Gye日n S刕naJ Lamp 
l'<R 1{eed R巴la y

LS i L�mit Switch 
lVI孔lo!or

lVIB Electrorn孔gnetk r゚ake 
lVIC � Electγりula只netk

MCL I Electromagnctic Clutch 
N I N(市ltive

P i Pm,ìtivc 
PBS Push u゚tton Switch 
R Eelay 

Resist日r

RF .Rect禛ier 
RH ! R11eo;;to.t 
R. SL Red Signal Lamp 
'1' Transformer 
THR I 'fhennal Re1ay 
TLR I Time-lag Rc1ay 
γS Tumb1er SW.itch 

プ'f'
ヒーいのズ

品I~ r己表 )J 、北r
リードリレ，

リミァトスイッチ

議効機
活{法ブレ n 土

2言ρ.H長漁法i
f~{l Fll~ クラッチ

fllil主主電波の }é(泌
N の汀:ijfh

jptl ，Y'タンスイッチ

主主滋ib
;氏わiz; 
~h~ú\{ m:~. 

:0 íJ i\Rtlf/í ぉ;3
jD~í!".&5í ;;q 

3主トlilt
いRry総JJ; 印、;

i']，'1、寺調4、立l~;~
タンブラスイ，子

lヨ;;‘ トランスミッションの1授らす

L.から!町三モータ〉絞泌総動 ~rS} 五逆転出む変速
があり， これらを:チ L …ンイベ溺jで主主総 1" ている。
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(機構)

(f) 緩衝起XJJ銘 衝撃を少なくして， 1日転力をモータから五逆[回転m)~乙イ工、える万;ょとして，突合せ車rrlの乾式電滋クラッ

チ MCL* をiとった。 とれに itimEを湾i*留して流すと励磁電流がしだいに増えるので溺IJ}JIま入}J'i'1ilから，'.\1力組iへ滑りながら

伝えられる。したがって p 絞答?起!!l)Jができる。
モータの[司松数lま 1 ， 440RPM 自己 モーータと絞衡恕勤務の入力4iEI のチェーンホイ.....)レの lti:筏lli~i 1 ; 2 であるので， 緩

衝起動{$の入}J軸の liiI'i\ム速皮 iま 720 RPM (ニ 1 ， 440 RPM x 1/2) である。

③ 正逆転&11 ①の出ブ，]，納から，チェ-/任、草Irc ， (めの入力勅!と，向f壬のチェーンホイ凶ノレで動 jJ'を伝える。この~!由 lζ

1;; 2 憾の MCL が絞りつけられ， まずこ， この粘から出力制iへ!t!rif':で伝動するのに， íilH安 2 側の:匂取をかみ合わせたもの

と，中間lと 11@i入れたものの 2 級あるのvヴーいずれかの MCL{ζ常i戒を流すと，出力料へは，五逆 2 通りの[81転:Ji l古!の却1

))が得られる。

③ き芝j虫歯1 :ìE逆転:'iI1のI:P.，)]戦から変速郊の入)J紬へ ['TI 4\L;カを伝動するのに， rω]径の子ェーンホイ~.-)レ会絞っているの

で，入力紛の巨p~五数は nORPM である。 この血tiζiふ関 31とミすように， 吉信数がそれぞれ 40‘ 60 ， 80 の 3 通りの越単

が淑りつけられ，出 )j粕lごは入力戦の 3 i回りの樹Z主とかみあう齢数がそれぞれ80， 60, 40のb話時唱が取りつけられているの

で，各々の歯車にとり'コりた MCLIこT主流をむ11すことにより， m力駄には， 360 RPM (=720 RPM x 40/80) , 720 RPM 

(0 7201主PM x60/60) , 1, 440 RPM ("720 RPM x 80/40) の:3 ì辺りのは転童文が1-~.られるむ

〈カ学的検討)

① モータのけjカ j!ミ験に供する符i主主訟の張)JIま 10 kg あれば実験のl!il'j Iま 応、j土成できると考える。

必婆な出刀を求める。
ドラムの直後は 3 偲とも Hicm で口1転数は 60RPM であるか 0 ， 乙のトルク T (kgm) ....)J F (kg) ;<半尚 r [m)~ 

10 kg ><0.16/2 m'"O. 8 kgm である。

草b)J P (W) ニ 1 分間の fW転数 (RPMl x 卜ノレク [kgm) =60xO.l>'48 (W) となるが9 機械f各部の更官僚があり， 小型機

であるために，機私以台本が低いので， 200W のそp タを使用する。

(③ Illl と軸受 トランスミッション郊のわò l'i.1転数のもっともおそい(もっとも大きいトルクのかかる)粕は 360RPM

である。との車出を主主にして ililÈ径を求める。

1出回転数 Nニ360 (RPMJ , p. 0.2 (kwJ(会 O.3PS) ， J1マ手ねじり EL;力 τ 500 (kg!cTIβ2) として，納l白後 d....O.8*'(cm)

となるが， ìJíHIJ した MCL，常総ブレ キ MB の穴IWÜ壬 12cm と，既製潟県の穴筏lこしたがい，1Ïi筏 12 ， 18) 25 cm の

3 巡りを採flj ずる。

総受としてリングIえの，iMl受(尚品名:ドライメット)をれjい9 この)，1î liT llζ絞首位した~~~日空会合を流し込んで凶定したの
③ 的f if': 古歯車の穴筏， MB, MCL の穴14:，チ瓜♂ンホ〆トサレの火伎などを総 57 し， また p できるだけサ法数そ少

なくすることも工作の条何となるので， まず設党、のドラム凶拓;数である 60RPM で， 0.3 PS [i;翼Ij し得る歯車として ， X!0 

j上凶転数 -f ノレク関係凶より， m 二一 2 ， ~tl隔 (b ", 12 mm)，半礎縦 30-100 枚の議(l可 i: 1 より所裂の|口JJ!云数がねられ，工
fi' IC{iJl.平 11な)(jt:をぬ4ずるものとして， 1ヨ 3tこな、す lむ車を選んだ。

③ チェーンホイーノν ζれも 1:作の使と， トノレクの観点から，プソシェチ z ーンによるむ;数(ピ y チ 6. 35 mm，モー

タ側の小スプロケットホイーノレの街数1(;，緩衝起1ftlJ l!i， IJ!1J の色 i数 32，伝効能力U 1 ， 440RPM のとき O.6kw) そ採!tl した。

下弘 4品。

[叶 4. }!:~f材機における減速{幾偶と MB， MCL, 

ドラムの配↑!11

本 ζ の報Cfでは，扱いやすきのfよから車tj\~.伎HJ したが，実月jイじするには;~lliJ.式の).Îが苅寿命なので，乙の )i iJJ :{ï;fil
であろう。

紳 d=71 叫33-71 8(cm) 



IU 1\1]制抑止H長村i哉の u司 j{; U� 1 減) (Jt;.lH, 13 

~5ノ it} 約 機械の勾'，ý，jjとして， L 20/20/;) および L 30/30x3 の T ングノレ材を使用 L ， 6mm のすÍ; fj ネジで締結し

た。これらをJTJいた双山のお吋立p 二Lfi々の公J坊ときと，告f の f司iJ15 この fマテンスである。 jf\ ::.IC，名にかかる力は続々の (dj

.'.0: が組み合わさってff. JIl しているが，総験的Jどとれらの材料の有効である ζ とを認めているからである。

@ it 討! 災験機 fi Jj手以ザw:少主!の iLiil! 台本足りるので， shl!:'!tO_)..I.:.l}ß(，こ ilIíJしを jI:: ~) ，必裂にjL\ じて ill.l 主しで住性i する
J干UJi::Ì'.iHHとよった。

(2) 築 1付!イ併fオが桁弘;日i

トランスミツシ vパ/の!.l口J)均iJ、').1引!判(:[1;;芯不f子ヨ J山!れi た2劾訪力 lは主チエ…ンf心伝Jι;効で，村部I ~:ぶ )]i!;rjiÍld 郎およびjヰ?け郎に1もとう;:14

j宝で伝えられる。

(十xt j誇 j

各々の機械は侍l社じである。羽 4 によって説。jすると， 11之ト l51~Ú)人 Jj紅r (品d正 18mm) に八った i抗争心力{ま，仏'司王により
後日開加の'qiÒIC~k谷した MCL O) Q自動;:rj5/，こ日iIたした滋市!と fì;えられ， MCL Ir. 抵抗tt~;)jLれないとき IJ Ií!)筏 12mm (1)紺1

U.i阿弥~しないo

tiff討が流れると MCL が自由き γ i((筏 12mm の戦は!自転する、 fまた判iに MIきがコげであるので， MCL への;~illiÄ.ttを

総ち， MBiと滋ð1fを流すと!Ö:筏 1自 mm の材;は 1日!転していても， l九位、 12mm のîilu ，ζ{j: fj予l iWJがかかる。〉

との回転カ i立iÆ í欠潟I}I'"e' _.L)i 1.とむえられ .1&終段i立手、γ ーン.f:L1EJJ である《 との IllJ 1!121C民主述されるので， Jtかものド

ブムの 1m紙数は， トランスミッション郊の 1'.1.1 )} jh~ (j_)変3l4i した問中r.r;数が 360 RPM , 720 RPM , 1, 44¥) RPM であるので S

30RPM (品360RPMλ1112)多品ORPM C.'I20 RPMx 1!12) , 120RPM (.1. 440RPM>え1/12) となる。

(力学的検討)

くわ 付i ff もっともたき v， トノレクのかかる}.."ラ山と紬のチェーンホイーノレ(溺終 Z 〆10 RS :)5) の総について百 [';~7ι

すると市 N=30 CRPMl , P~'O ， 3PS， t 'fjOO (kgícm 2 J としてヲ d=L9 (cmJ*となるが JlliU[ I!Iじり六 11，をできるだけ

そのまま手r)IHするととと，可JiL数を少なくする }J~! から Iäi主 22mm とした白

③ チェーンホイー'レ ζれは Lfr:の初i と， トルずの観点から t&~~i段の伝主りには， JWillIJiWl1こ総数 20~ 従茸u 'J\~ Iこ溜'&140

の H;I，絡 RS 35 (ピッチ官、 525mm)ωチヱーンを干l.ì!íJした。 ζ れは， 100 ](1'M のとき 0.26 kw の íi動}rt2かを持 3ている。

③ その他 その他について tJ トランスミジションピ然ず ;:"")0

写真，1. ;!iiJ担n撚の友Ifl] 写真 5割 合11 御::r8 心残ill.î

点 LH;01操作X{， そのード万の防長の j設い部分はソケットであり，活

気の入力iiljt~ 機械;:11.) ， 11tJJ制御iPJ，スイッヲ ~f{ヘソケットで連結す

る o rll炎がタイマーとリレー，下方の設し、却に;1，渇!と電源。

学 d 7l .s 3 \lI'.主7.1 .5ヲ/ ()・ 9(cm)
智て・N ' :;00>::30 

凶 5 スイッチ?む tとおけ

る表示灯と:tl]1ボタンス

イッチの民間
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表 2， {交 HJ した J二な i哲 '~G 'ì~i; 品

部品名 望皇

+-叫 げー

し1 (1iL 巡ぬl

't: 

i) レー・タイマ・クラヴチ@ブレーキの活泌{として， DC 24V を必姿と?る

ので，とのために t m~:fjjt玖定化活必(3 A , NISTAC 裂〉金採矧した。

タ 原動機fj] :初出の EC-DBA， AC IO() V, ()闘 2kw

総1;Y起動用:共栄通信ぷ2 A--H 2--j()(), 30 RPM, DC 24 V，リレク，j kgcm 

議滋クラッチと滋総 i d:l 力 200 W , 720.RPM (モータ車\1 ~まし川 RPM であるカt これを 1 f 2 Iζ減速

ブレーキ | してJjJ し、る〉のモータのトルクは 0.28 kgm本であるので，これにふさわしい

ものとして， 策総クラヴチとして， 神鱗詩ß.j幾製の形式 SF 250jBBM および

位、C 2c)ojBBM (青ì'i{çj祭トノレク 0， 7 .kgln , 筏最 7W， 制1穴筏 12mm) も

1iil: v必ブレμ キとして， 同社授の形式 iミF 250 (広絡は 5F 250jBBMζi司じ)

を使烈した。

レけ
η
〆

リードザレー

タイマ…

議滋担当 W1 :il劦 

ブザ

lljlボタンスイッチ

iiJ 変抵抗器

ケーフル

医己 ホì]<

リレーはこの!日!日各の中心と;なるもっとも 1主要な部品である。îI!j 喜空港jJが少な

いノ;、裂の fJ:準機律ナショナノレ AP ~!242 (4 栂í ， DC 24 V，コイノレ電流 37mA)

を;草月]した。とれはゾケヴト取H板がおり，また，乙のt叙j;j絞lこ取りつけら

れるすLR も iìi l!li されている。

タ~01\のスイッチと波紋するリレかはすべてリードリレF-(1i:格E言及。C24V，

幻式 LA 1, オムロン裂。 コイルfKJA 4, 70052. , 51:'絡tZ抗 5‘ 1 mA) を月j し、

た。その混血は，コイ Jレ抵抗がお抵抗であるため，ケー 7Jレの導体抵抗によ

る常正降下を少なくするととができるからである。

ナシコナル AD 12:22 (0, 1,..,3 {少)， AD 1 つ 52 (0. ~i~，1O抄〉告別し、た。

KH5-10, 0, Z kw，タイフCBM150 ， 1

コビシねじ 24 V, .50φ 

u 日時 MB  2011 

SK 社製 zα1ft" 25 � 

SW KK 室長， rb 内 CCp，..p 0, 5 11lIT1.X 10 文J ， !日 1 1.壬ヲ， 5mm， 1 km の返さ

90 kg 

φ 湾総0) ノにささ。四r'.革容に ru!' 吋)í号線のノ\きさは， 軍基{jjt (I~コノ'(/]\1ご仏、じて{史い

わけるけれども， 種主l'iが多すぎると煩わしいので， 0.:3 mm2 および O. 75 

1Tun2 の 2 穏獄Jこした。

@ 線の色。交流部分は亦. l守をi'1" i討し， 1と[l~t l~i'~分はりJおぞJ込とし， LriJ g告の

内海別lとが・ FJ ・ fヨを使い分けたο

③ 電気配線の寄りか() fWj'fillJ般から外出;のスイッチ消，張力 itlj御 ~r5および機械

部へ巡絡する配線は，命日航lf~:~を出るとささ〉および:外部の機器 P'人るときにマ

ークバンドそつけて?後日のtq3<.iこ伎ならしめた。
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I1 治 aJ!l 劦l:!J :~W :Ut刷機の iJiJ:ið (河l 1 .j設) 0乙政) 45 

2‘ 制御!Bl!洛の設計と製作

るには主ヂそ 0)対象 J. j返る :為 7';;， ! 
にふに山 し， ら

終淡い制御!のノfM疫をJうえながら j:-__ Jj路igをfdi し m でし t くのがtfy. ..Q:完訟で，つぎの段階として s その山路の]ぷ

:否号Y:u るために検 Jg'J とか現物でチJ. "/クしながら災際におiんでいき， [ü]絡を1:1:1:. げるのjρIIlf\!i';t~. と必ふリ

射線NlfJ4i式知総 ~Cーおける 'j(~ ω動きと ililj{:丸山!l路 U) VI!J却ζ ついて， つぎ!こiJ|:べる OHr .1, 3, I呪15，炎治。

(1)注1));(0)入湯1 と γ? 深!日[[1長(凶 6)

(ひi干、o [!ド!]Jf路科 4全E討(休太

211総sω 仁 ?一ユズど F叶J令 与芯2 」よ;よおf り~ jみj己~{i立~};友之ノ小Iがê:)] 1弐{.SL が A止点、i以Î.'K灯nしい/刈， AC 100 V および DC 24 V (!)"ttinじが IrljY討に ?ß-t

れたとと 121かj三する〈

@ fij， u;rJj機 JVh (.AC 100 V, 200 W) への持活の i却!?j として操作撚1: 1こ JfPボタンスイッチ PB51 ~: PB52 

がある ) PB治安 Jlfí すと，屯的、波 Mじだ泡1Mが~j~t;YL~ 自己

iぷ持むれでlV1r [ま弘りI1 ずるつまた PBおそれfl :ìと， L1 ê0fと持

カ1Wt{けて， 1Y1t (立f今!卜するレ

PBSõ*, PHS♂は;';.i}Jil l! 街・ HJの伸ぷタンスイ y ヲあり，ス

イ吋 riTLUご設けであるの PIヨ55 Lt P1351 と， ま t.:， Pl:¥S6 U 

PHS2 !.:I<社 L~Hÿ]告をする t

c*) ブサ 132 (jコイノI >f!鶴J!1�; (i!込り約め)心 B2 はスイッチ j' r'i '11

lとおり，つぎの tg合 !ζ f\G り始める υ

!，H込然停止の P13Sl1 C三\7) 'HljJ した t. -ib c, 

このと金， Rs 4 誌が l;j!じて二 i) l/ ,.... R1 :立 [i l.'.ρ-~J-!-f (5 れ， BZ 

は r1R~ U húめる U

-{l :hJ~{栄;{'j'; JLの PßSl1 (1';;17) イ，;.Jf\iしたとさノふ υJ とさJì'H

3 日 JJl :;ij じて， H.1 は L! L:，f>，:ねされてお2 は i!fij {) .!ti~'ì める吋

縦l1iJ，t己主!)U.iJ hl1-~ :(~ 'Nlti'kがれ始めたとざ(間 15)ρMじんによ

る綬議i ~;， illJJU'ﾌ bl与が 1'! JVJ 令 IJHPfîす~ると 1 .R50 Iζ常bどがわるの

で， R5()"1 乱がはi じて， Bどがi!応好ì ，灼

J川!之りがたしたと会 c対 8)0 R25 (c.'dih~じが ;:nt~'L てうされ，

Rz与 1 a ;Q ;i.~J と:， BZ が鳴い 1;;';める

くん BZ (1) 作"W!Hi Ü'、 (I!Û~ i) 終り) ,) l.ì人治まには !Vi '(~i :!駟 U) f;: 

とより 1\おり II;めた BZ は1，0ミ活i l':';ltカ，#;5( 1" L , ﾔ< 11] のすえ fÆi !b~~H)J 

;二師;えるため M2 がJ止 :)j!f!h:~ L , 必Jï)J!)Îj の状援に以hr} したとき

(and ["IJお)， R出-1 b が!出くので Rt による 11 己(↑げ、りま Fぞか

れ， 132 は Il!i;り止なり

緩{む起動か完了したときに， リミ，，'下スイ，チ LS， (iY!15) 

が1J1-Jじるので， R却による自己保jifíがが'かÜ， 132 {手 I!色り I!ニ灯、

2~~---!~~守12mip

矧 6， 活:比五の入旬?と緩;土Wr:]路

半これは実験の使Ií:ヒつけたものである。:夜間上にも必立与え山&{、は ， i自殺'芯jJの少ない 1) レーでブオ口ーするがよい

と考λ る。
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j滋張カの場合は，係閣がとり除かれるまで鳴り続ける。

なお， R.SL2 は BZ の鳴っている問中点灯して，スイッチj操作者の注意在促す。

③ PBSg, 4, 7, 8 の作動。これらはひC 24 V の13自邸周である。 PBSs，けま燥fJ'縫いLfとあり， PBSg は ON，

i鳴らは OFF 煎である。 PBS7， 8 はスイッチ籍上にあり， 途方制御用である'0 PBS7 は ON， PBSs は

OFF f十J -である。

くするために佼HJ した v (以下の RFえはリードリレー RR1 おぶび RR2 はケープ

すべてこの玉虫 ElI で片jいる〉

緑色表示よrG.SL はスイ y チ給トにあり， 以~ 2,1 V の港lk:の ON 会 OFF を/T::す。

(2 > 押ボタンスイッチの回路(区i 7) 

この間路は，各jftlボタンスイッチを押すことにより， RR を滋じて 4 接点のリレ四回数 fViI (と即時に電流を

iAt レて付勢おせ1 1/{1問所の JiQ.r:i，を同時に fr'蕗u させる{げ\í各である。

(築材)

① PBS9 与を押す(目的:循環殺の ;}\Ì!ち) 循環主役の引込をするには， 自由

tこ動けるようにしておいて， これを日\ ;毛主主で引き込んだらよし、。トランスミッジョン ßjÎの 1[;辺 2 万向のク

7 ッチのうち， l[}J1旬のクラッチ lこ電圧をí:fJ)]fl L，述E芝の rNj低は負荷の大きさにより適当のクラッチ lこ穏

JEを印加する。

p 

5259 

図 7. flp ボタンスイッチの[i]ll!1f

N 
表 3曜 スイッチ4栄作による電流0)流れ (ON: 0 , OFF: x) 

張ブ'J 01 込 循環 トランスミッション 緩

服 務 1 ドラム酌ドラム二ドニーさ一度 方品酌 E
NO. 目的 トラム低中 ii!G際行遂行動

MCL MB MCL MB MCL MB MCL MCL MCL MCL MCL MCL 
j 1 2 :3 3 1 5 6 7 8 9 

1 (耳( rON 
操 I!動{

I i喚 lOFF

3 Id:ll嶋 [ON

4 焼。t設10FF

R 〆原 rO:\

6 別機 lOFF

j陣頭立、
9 n晶 iる x x Cノ\
業 1

10 I ~I 環。一→:::; x x 
軍11

11 "停 ti:， xCX()'~ 。

動
動

m叩

始
始
後

c
c
c
 

x
x
x
 

c
c
x
 

割
お

事
ナ

12 0)1'1 1子
3事 1

13 I 送付>: C 

ぉ}位ル安 l 段殴 ﾗ χ 
村|川 ~υー→υ

" J害 2 段階

命

引
う

(、 x 動 c x C始動
x (.) ()姶劾

o x C始動

。復帰

() ~< 

x ;< 

C 

15 下降 x ;< 

16 (低
変 1

17 (出
i生 1

18 \, 7当

VAX
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x
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日正功 ;ljIHDiJll:勺H1t幾の閣タè (第 l 判長) U�:o'i!rD ーぎ7 ~-

~PBS の ON;こより祭料機の白部への~iii流の ON. OFF~-表示すれば， ÌÆ :3 のとおりであるわ

Rs: R�-l b (尽18) (玄関くので MB1 および MCんには電流が流れなくなりはな)]総務会はブリーの状

1~~になる。

Rd  a ([7] 10) は閉じるので， MB2 í 土定洗えr:yJlt~ しず ìVICL2 [J: '~'5>fifがuftれ{、j 衿されるのでよ;μ;~栄は1'1:

lliJjできる ;1);11主となる〈、

R5 2 a (悶 13) は閉じるので， MCL7 に t~tlni!Jfjふ jだれで付事与さ Ü ， MCL8 iこ;:士号窓流が流オ i なくなるの

4F，ぷ転できる状態となる c

Rs 3 a (['<;115) は閉じるのでヲ綬fJijおもりを Il品約し) R純一 1 b (伏115) の間路によりや;'ILするつ

店主 {ffiJÂ!己動をずるには，モータのシ， 'f アト lζ カムと ilJ変iKj/U誌をムりつけて，シャフトの ，[;i{\わ~ 1.とより司

主主ほfjL~~f(.}_)妓火殺と f設小(iúのところでp しらと LS5 のfえJJど子 IlII[:!'j、:~ ~:.)これで Mじんへのtff!:流をi強烈あ

るいは逓減させて íi な-， t.こ。(写真 7， 8 参照〉

@ PBS師会ilHす(目的:何 iミ'~その iJ ¥ 1ヌ) 事l'íJl，Z ';';i 0) ij 1)バ?Î.:'J るにはs Jj i iろ安与をフリーにして，ik力をiê

張力にすれば， )ξ張力になる過穏において，材 l土地泌を i きづられてい失》づいには，村は術j焚猿にぶら

ﾍ' -.た )8-で停!とする。

j!in\}~ と 1] 必1 ， };:~L1:恒産己主J;につし、 τ;土 PBSg !: l¥"iJ l.:" 

Re ;設省 1 a (1'6] 8) ;立閉じ， Jえ6-1 b (悶 8) は 111']いで R27 の t~:'1 i~:~ 11'1(,; 1苛がj砕けるので， R27 日1 b ìi閉じたま

まであり， 1支部 lζ君主流が流れ小j 勢おれ， R2s"'1 乱 l土問じて， し j，: がって MCL.1 ど電波が流れてイ守勢されて

fr:!万J し， となると MB11こ震波が流れて{、J'勢さ iL ， IVICL1 iご《流が 1ftげしなく

/よるので金 されるの

R6-2 a (閃 10) は閉じるので， MBz および MCL2 \とはゆ:流がおじれなくな，~) ~ ~:: [込;yi はアワーの状態;と

なる。

R゚<� a (潟 13) は R52 a といj じ frifðJ安し， jiH己でさ 7;' iた穏となる。

R1 :Rγ 1. a (1週 15) は Rõ'cJ aと同じ作動なし，絞1íi fi，\!効令t.1トîHì し， R�l b の lillJ告により !-';-;II ずる。

③ PBSll ぞ押すれ!的:術探索の停lL) 停止には p 各ドラム iこ i初動令かけ， トランスミッション郊

の速度およびïE;'Ì! l";i\rまアト. fとし，緩衝起髭In::j[キょしたそ n タ花、逆転させて，当初の位置に復帰さぜる。

恥; Rrla および Rr2a (閉めはともにI'FJ じるので， MB1 は震ìi1'tが i~tれで1.J♂うされ， MCLけとは電

流がl!Jfれないので，張力制得栄は訟!J動がかかり， ii'il定される。

Hs 3 品(関 10) は閉じるので MB2 (:-l: '>'11itfが流れて{、阿部され， MCL2 ，;t 'iぷ(Ì~f， íう i j)1tれだいので，引Jメ、 ':;W

lま il;Ij RV]が j)\かり， [lJXË される。

Rg-]b (1濁 11) は閉会 Rγ1 a (関 8) は閉じるので， MCLaV. はzfZJj::がお11れず， MB3 íえ??主流が;ì'-;iti.-，~，

で付狩されるので，前滋'j(~tま 1Jj1J~功がかかり) 181定される。

HH_.~2 a (悶 13) は iYi じるので， MCL7 および MGLs (J電流がれず ;[ilìi 向日各(立つ l) 山 とな乙。

Rs 3a (反115) ば閉じるのでヲ Mz ~ま巡転し， 当初，f)L lVî:{乙筏帰ずる。

.R野-1 a (国自) ;ま Ilf-I じるので， BZ が鳴に!始める υ

(よ11

③ PBS12 ノi: J![Iす([す fiヲ:循環栄の JI良行〕 洩けにはi1jf\h ({iiJの搬出方 ~I]) と j引?とあるのだが， ζ 才L

らに ;~jI立の条fl:とし、で， 強力が:克 ïEで， 01込*と徽走者会殺がフリーであるのそこで， と
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PBSu を抑すことで設定レど後 n良行あるいは逆行の PBS を押すこととすuる。

そこで，航行の場合(;t，まず PBS14 。を押して{込 綴環:本がj阪fj するように MCLalこE還流を流して生i 勢

L , 卜ランスミヴジョン郊の述!変を手動で設定し， !lW.\1J のため MCL7 ~ζ 潟流をift い 綬1を起重力のた的

MCLg (ζ も湾流をiたせばよいο

R10 : R1(け a (滋\11) 刀 (:~~J L , R10-1 b (関 14) が聞くので， iÍifi 球ゴ{~. (ま fft]j ~j る状態となる o

Rw-2 a (凶 13) は丸一2a と同じ'(r: $fJ~とするので， ïE転できる状態となる。

R10 3 a ([61 15) I 立政。 3 呂と悶じ作動そし，緩衝起動を開始し R51-] b の It司絡により伴JLす，;s"

③ PBS13 そ押す(日 i杓:街路索の逆行) iHj の場合は， PBS14 与争押しT 共通条件とをまず設定しでの

ち， ili'l l翠索が廻るように MCL3 1と湾流を流し， トランスミソション部の速度を手動で設定し， 逆行のた

め MCLs iC1設i~fを流いさらに緩衝k;;!Jìjりのため MCL9 iと電流を流せばよい。

なお PBS13 を押したときのム V ‘博干の ~j~)]のゆるみのために MCL1 i己認流が流れるととがあるので， こ

れを防ぐため， M1ちに官主流をÌiÍE L , MCL1 i乙号室流を流さないこととする。

Ru ; Ru.-1 乱および R11-2 a (倒的は閉じるので， R8 1 a および丸一 2a が閉じると寺と向 1二作動去

し? ~日UJiJtl%''''0む3;列島U J)~かかり， [>'，jえよされる。

R11-3 a (1"1;(111) が閉じ， R11-1 b crズ]14) が開くので， R10-1 a が l!jJ じ， R1<1-1 b がßfjいたのと問じf午動

をし，循環来は5おける状態となる。

R12 : R12-.1 a (限113) が閉じるので， MCL7 に主tìhí-Eが irlUγr ， MCLs I亡命;流が流れるので，ぷ!~訟できる

i 浅草となる。

R1Z-2 a (1沼 15) は丸一3a と同じ作動会 L..i)緩衝主dÐ訪を開始し， H.51 1b の間絡により停止4する。

各) PBS14 (目的:循環索の十字ü:う停止のときは，適正な5K)]のままで張力調態索在、限定したらよい。

ζ の際，緩ちiお苦手j舟の MCL9 1主電波をltEすが， 適正張力にな出命1]動がかかったら， MCLB への励磁議

J.Iを漸減してゼロ iとし，つ ð'lど順行，逆行を始めるときに綬f暫定çw}Jできるようにするため， MCL9 への常

任を明滅するそ…タをト逆転させておくじ

R18: R18""1 a (戊18) が閉じ， R13 2 乱〈図的がiWJ くので， R".1a がj冶じ Rrl b がはJ いたのと!日，J Lfド

霊bそし，循環~;ミ I;l:~遂 ïE張力となり， ffJU動がかかるむ

R18戸-3 a (土閉じるので， R6-2 a と|渇じ作動司会しp 引込索はブリ"の状態iとなる。

R18""1 b (図11)および R14--1 b (隠 14) はともに開くので，橋渡栄はブ}トーの状終になるの

ぬ釜山1 a (区\13) は閣じるので， Rõ ..2a と同じ作動をし，日:転できる状態となる。

武lr2a (間 15) は閉じるので， R5-3 a と [;:;1 じ作動をし"緩iむ起草ÜJ を間企i!? し R，n寸 b の間路;とより{卒

比する。

R14 3 乱(図的は閉じるので， R9-4 乱，l::r;1jじ作雪VJ;をい BZ がDJj 1)始める。

R15-1 a は閉じるので， }ミlß {ま n 己保持する。これは TLR1 1とより数分の 1 秒後lζ解ける。

R17 : 張力が適正になると， R24 -1 旦がi議じるので， R17 およびタイマ TLR1 1ζ待:流が流れ付勢されるの

R17-1 a (溜 14) は閉じるので， Mfらに電波がi~[才1_，適正張力で !?i15J:: される。

R11-2 a (ほ115) は閉じるので， R9..3 a と同じ1'1ェi噴弱者;、い勘九は逆転 Lノ 2 当初H立 i慨に復帰する。

(下降〕

ヨ) PBS15 を拘1 す(目的。 1f!f~陳雲殺の下降)百年]'^降さ-\+るには PBS14 による伴 lLo)状燃やまず投íî:~



出動~ÜU1λで三村 1浅の関jと GFl 報) (尺 ITJü

したのち，張力 1m路へのn0l流がbくft L- i:r.くすれば灯、。

R18 : RJg 1 b (関 8)

FF年ずZn

(3) ;)兵力 l刑務の Wi[li議〈烈 8)

;�r , R5~ [ b ，~: li� るので，*

この íií]路はある ι!とめられたが1む張ゴ)1':1':1{ {:r L" j，占強張力と !J -'_ì トら

努判長先ずる [i]];!告である。

Ctti ift!) 

強)J;!jlj j(mffilζfHP: 20 kg (/)ばねvr を?と(: � ~ このFドの lまねの動きと)，

もに詩)J く鉄製の板カムIí~--) \ァ 6)，これと波蝕する :3 11i;Jのリミ【ソト

スイッチ LS とのjfj/'I&i託!とより，ゴヴ長)J ので1 ント tコーノレぞ LJ 品うとす

ぷゎヲなわち， 1?19 のように寸ればを緊張力の変化に Þl午、じてヲ:孫々

1)ζ ヴトスイッ 勺てくるのでこの附|引のお1み必わ

付与イ!J rrl して， 日J~)J OJ n;u ií司]与をすぷ ο

り m; 6. ノイネ ffにむ :;;u刊してわ:った磁力制li;iIJ'?~
iJノう‘の械に 8 く長いのがパネ料、である j;" 乙のtî
似IJのリング令咋12 し，主7方のブック lζ5長))1[;1]1卸会と
をかける。パネ秤の{Ef1 ê:Y会 I:)iiと 3 悶松んだマイ
クロスイッチで検出して 3兵力与を fliU r，えヂる。

ヲ|強迫

。…

7 ' ) ーのが，\f ミ:: t,; 1:) ~ :f~百:ま
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(張力制御回路〉

そのために， �;] 8 のような[i i]路を作ったりその動きは，つぎのとおりである。

(i) Re-1 a , Rs--l a , Rl1-1 a , R1S-1 a が閉じる f: ， 8 己保持fh]路ができ?山路に電流が流れる。 R5-1 b, 

R1S-1 b が1m くと予自に保持[tl]路は解けても初球c~ミの 5J~λjはブり戸となる。

( LS1• LS2, LSJ が関

R23 : R2o-1 b は閉じ， R27 が)ijJJr&売されない限 1) R27-1 b は日じているので R23 fま JíilJlぶされる。 (R27 の

自己保持18]路は MB1 だけ名作動させるためのものである)

R2s-1 b i土問き， MB1 !ζ は電流がìl，tれないから作動しない。

R2s---1 a i立問1 じて， MCL1 ;と T~ili:]j{t:ißがI4-1.，張力;川容': F ラム させる方向に@転

〈きD LS] が日j ②により， ドラムが[ij]転ずると， しだい iC5kJJ (ま大となり，弱から中の後)J ~となると，

ばねば伸びて. LS1 i立閉じる。

R20: R加 1 b fま開くので R郊の励磁l立解け， MBl"と l主主霊法が流れ， ドラムはit;!J丞!J され， _MCLJ t c. t主

君主流が流れなくなる。

R2o-1 a 1ま l対じて炭鉱 fJJíliJl設され， R制 1 a (区ì 7) t:1閉じる。

④ LSh LS2 が問 Lおおよび Lらがともに閉じると ， R25 が助隊、され R2ö---l a が待j じて襲警報が鳴る。

③ LS), LS2, LSg が f-"il 3 j 刊の LS が 1;'1']じると R舗に電流が流れるので， これますこ警報回路に利fFJ

できる。

トi

関10. 引 i人間!務

N 

間1 1. 術後W~の :ÌmfJ' 回路

;れ午 ~-'i 特] LS1 と LS2 がある時間IXJ じたとき い衝撃的な

i極強力会生じて LS]， LS2, LS3 の 3 1悶がともに閉じたときに機械を停

I1二させるという 2 返りの [iil路長考えたのであるが，実用機の場合に 2 還

り使うか，ヌK報告のように l 通りだけですますかは，今?をに1~可決する問

題として残し，とりあえず良部会設定しておく!と留めた。

⑥ 急激tc.5UJJがjおったとき このときも異常的であるので，対策を

講ずる必要さがあるがョこれはとくに白動制御によって機械を停止しなく

ても，人のお感て、感知!ノて対策を講じても滋くないので，この ffil絡は奈良

みiみまなカ3 っすこ c

(4) SI 込[ií]路(関 10)

とれは引よる索の制御である。

① R拙 lと電流が滋ず、ると Mι;L2 がれ:l(!)] L , MB2 fまずF !l'iJj しない O

@う R加に市i:iñ-Eが3mずると MB2 がi'f.建}J L ， MCL2 1ま作動しなし、。

仮) Rso に濁らが通ずると MB2 および MじL2 fまともに作動しない。

(5) 循環索の巡1î-UU路(lxl11)

R10-1 a または Rl1---:3 品が閉じると MCL3 ，立自己(\f;:f# ði'L ， Rs 1b ま

たは Rg-l b が開くと， MCL3 の f:l c:, {5，Wj!土 )51'じかれる。

(6) 変:ìili@l路〈凶 12)

(i) PBS16 を押す〈目的:低速度) R部一la が閉じるので MCL; I立



(1 制御段、主やH設の山花(第 1 報) (f:"üi長)

予:112‘交 ;HI 1m j\ヰ 烈 13. )心 [!i) 1事

iIxl-r 7. え孫d_込動!ljU)iむ，上EJ:j月以i波 [\!.1

よそータ ω 'i'rljlとノ行ムとりがついでいる D

f…クが ïEi回収すると :[IWCíiùJドしだいに以り，
MCL9 (悶 15) へ流れる r~lS+Lが JiNhil L, 主主
;11~ iliJ)ができる o モータ U)担訟と日l待~'~.-カムが~
るので，乙れに技ずるマイクロスイッヰグJ ヒン

ジローラ・レバーが;fÝJいて抵抗舶の üùlr'Mの止と
ろでスイ 1ソチシJ抜点がUHI:Jj し，モータへの tÌ~t{'j+{
が入制する。モータカミj ，'~icl三守ると依jイctrxを起と
i)íj しケ K:ti~:;'と後必ずる。

i
 

R
υ
 

ぽ114. ~設住I停 IU.IJifð

只Hl

~daR間信la
~も一一一一一一一戸

凶 15. 絞磁jJh~~il11J 路

立T 5'r 8. 引叫ゾIJFjの沼 rEJ投減主主 10: Ci炎 ßf;)

'A~ ヒ ITiC の TlJ ~lこ4丸紅がある。

fi êfJt~，N} とされ ， Rs輙 b および良品 20 はじ見くので， MCLõ および MCL6 の九 l~.~ ， 1>~j ぶ主権?かる〈

(診 PBS17 ;を押す (lé:ll'i'l :仁II.l主 t皇) R3(\~1 a i土 iおじるので IVICL5 は自己保持され， R3w--l b および R36

2 b(土くので， MCL生および MCL6 の I'j i.:'.iWlé)f(立 J!/;~ j)ユれろ。

@ PBS1S 長押す ([J I:(J : R3s--1 a U:!Xj じるのでか1CL6 ;土日 lih 保jfjJ さ才t ， RS8 2 b :iおよび良部一
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lh は開くのご， MCL1 および MCL5 の自己仮設おま免早かれる。

ï_E 巡回路([当 13)(7) 

MCLs ~立作動しない cH4ﾚ ~こ電話しがjJlずると， MCL7 は作動い¥
P
J
 

庁
け
可

R41 1C忍Jk が通ずると MCLe が{午重力し ， MCL7 [ま作動しない。② 

R委2 に ~tiij'官が通ずると MCLj および MCLs はともに作動レない。③ 

Jえ街停止:_Iiji路(図 14)(8) 

g，f:術的 lと増加するのTLR2, TLRg, T、LR生 lこより，R4:5 ~(電流が流れるとお1おs 1':: lf~Et'L る読流は，① 

で，制lli'Ì) )J JJ~ しだいに t法JJrIすること tとなる。

iぷ街必見)J[Q]路 G兵i 15，写真 7 ， 8) 

R49 が ，)lJJt絞されると， M2 (土あ、し

(9) 

こ ijLで加す力~減抵J九;~~品 RH2 のうfij)tは漸減!ノ多 MCLg ，ζ流才しる①
 

(/)'で，緩w.s起動ができる。

ヴ

'ゃ〉。RH1 ま M2

]ヨ'-1)0 が励隊されると BZ が鳥り始める。③ 

M2 カ~~患って Rl王z の奴打しがぜ'\..1，:'とiJi くはると LS4 を jll1すので R{n ~，こ'芯[えがMtれ℃おお:し Rõ1 --1 b ③ 

は閉さ， R51 --1 旦により瞬時停止泊の保護抵抗?，言及がロ，-_.~タ~;，jFJ子却 iIiJ R名を短絡させて M2 (ま瞬時1ζ停止

__...ヴ

.9 /,";) 0 

R52 が IillH設されると， R51 の励iit~(立切られる、④ 

R52--2 a および Rsz -3a:こより M2 ば逆転する。

}え53 \こ古車流fßiJとれると R出 lb が :'}fj さ， MCLg ;立作動しなくなる。行れ
、ミーノ

I支出 -1 a R54: M2 が逆転すると Lらを押すので R，，， iζ泥怒し H-õ1-1 b (初日きちらへの送fim:~士切れ2③ 

R5C2b U:開くので MCLB へ電流が流れなくなるので原動機から集が閉じるので。 M2 U:瞬時に停止しp

村棟、への動力の伝達は総たれる。

lこれと M138 による ~;gH努 (2;' L!:-_~冬了によるヌ;8-2 且R55: i緩衝回 W!.tが復帰すると R5Lí~1 a がf]j じるが，⑦ 

BZ i土 fit~ /.っ 11:-, 
，-て?ヨの1'1) じるのがi立タ'iJ fこなヮて R56 に入っている。 R5ß (こ述笥すると Rsfl-l b (図的

ù。

試験の結果と檎討滋

とその ii;lJij節目 J~号令との研究の終!なの目的は，各駁の号~5I~ りに対応できる機能を持ったね

作る ζ とにある。

第一段階と 1ノて視な使用されている代表的な築待機1-3ーで述べたとおり，その研究の了みとしては，

である 3 nr~zfg1ミ材機をベ スにした小裂の 1) モコ γ築材機を fiz り，この回路を完成!..... .!j 第三段階として，

災用ブI~'g語、作機そf下り，混il!l遜応試験を災主主しノて災用化 lこがfちと :ts- という手版与をとった。

)，;)支では 2 第 A段階の研究の結果と今後lこ残された問題点についてi$ベる。

試験結果1. 

オZ装{長fjf設計どおり!WJ くかを係かめるために，構内約 1001討にさら:張りして試験を行なっ。

@]lt'6の勤きは，スイッチのrm&各と乱立列につけた表示;汀 c写ftp 拳J(\Ü で点検する乙ととい索の殺さは

レヲ
J、 .1.;) 0 
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-，~ U,"j ~市守自動制御可バイ徴。0 1)目、佐(1'(:: ). MD (，1:毛頭)

テスト;こぶるゴ ~5 ..... JJ! I人:!λ!17. 匁三〕動さ一日!日、

~ ~1主主主
H 汗 t

烈

官徐御b目1 

き烹在 非村f 村

i悶対 l沼8.

M 

テストiお 16.

テスト;ご J:~ る ~;i;の動さ --.1、下年「ぷ\19.子スト IC よる主iJ会…

バ続rε什、うには PHS イ、pすとこからAú まるので， PBS え)JLzいかたはかなり慰安であお c

数秒rnFt1 し絞 1づてし 3 ると ~lnmJ]f};のも正1 ち iζ 子手ム、十。J~!!i f.�'(ff (ζ}!ll Lf，このちPBS 司会押す l こ ("t ， 治か;ァ

ではならない。日刊誌i午とか成以内:のrJ[とのふ柱iつらなる 2 PBS 主総ゃいこ!心，j l! !jì こ抑と〈こなる、

国となることがあるから日であるハ

l,ij l1 'j ;ご析すのを防ぐため， PBS のまト分:二日" ((j mmX25mm) とつであるつ

ふr
r 、，:[.1;(，クリックろ:、ト\じたの:~) , fi:JrJしノj 、 plヨS;合 j!jl ~..と一与えに f 主 K，~ 刀:t r~n とならず?" ~、/匂》

ら?と烈ずとミよしかじる機溶[こな》ノているので，可動そかなり ~)j ぐととができてる。

した結果のず状況をぎてにうと L たがってÝßべれば次のとおりごめ1'i. PBS 

ーヲp
，、

、，/ C, 

湿窓li:']!(会(1'3 与を J.\こ仮す)

まず T8 〆2:_いこ倒?と iぇ・ 8L カザiヘ]する。とれで巡?誌が:amかめられる。

>
11 

〆
t
\

ノド機会するには7
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(2) J京動機と fb抗日J@] ]F名の ON.OFF

これを行う PBS (ま表 3(乙治手mように， t十器皇室と p リモコン用スイッ るハ

原動機 (AC 100 V) の稼動開始と停止はモータの飽和;と停止在内被で観覧もすることごかめられる。

また， fI;ljiiíjl部 (DC 24 V) への官主流の ON ・ 01曹は(3 .31.の点滅で lr{~かめられる ο

(変速〉

(3) 速度の設í1!. (PBS16へノP13S18 を仰す)

速度には低， f.t¥ r与の 3 段階が;設定で会る c との 3 似の P13S 問;こは操作の安企のためにインタ ω ロッ

ク回路を設けてある。

各 PBS s rmw:各どおり 3 機械部の ["j転速度が変化す o

(ガさ わD

(4) 01込 (PB3臼を仰したのち P13Sg を押す) (図 16)

ぅ!込在グるには，まずに:，; Iとスイッチ PBSl1を押して， 緩衝起動JTl の五IICLg への電l:jf~が全く流れなくな

るまでくこの II\J 13Z が鳴る)待つてのら， Pおらを押す。

PBSg を押すと緩衝起1f))が完了するまでの l関再び 132 が lHThる〈 ζ の rm~ 他の P13S (ま jijl してはならない)0

PBSg そ押す聞ことで ， iflf; fiib?::は 01 :ìZ，，;殺に引かれて~81 き '(;fせられる。

(5 ) 停止 (PBSll を押す〉

日いると i3lJj~がすんだら式去を停止命させるため P13Sll を J~lすと， 3 ii!~の γ ラムに í!;!j動がかかってすべての

索は停止しp のモータは逆転 L ， ゐ c

(6 ) 日 i民 (P13Sn を附したのち ， .PBS1Q を、押す) (関 17)

まずや\'ltHJfJ!ボタンスイッチ PBSl1会'YPJ'と緩lWfÆ;;'効用び)モータ l立競fJ] O)(すほ;こ 1J1J'li} ずる。

この後， PBS10 を j申すと，イlifiま侃iJl\i)lノ心1)下までj効いていき，荷が1! 日廷 '~h~ごぷらドった7;ラで伴!とする。

C5i1 fイ)

(7) :IJQ行 (PBSH を?申したのち ， PBS12 を仰す) (¥;'(118) 

まず PBSH を押すと定張力になる〈このllij 1うZ が 11ft る〉。

その後， PB812 完全押すと，緩衝必ill)J を開始する。

(8) f~(J上 (PBS14 を担p，t)

1~11 段階で仮ノりが;'~!Eとなり ， ?f~ 2 Jえ織で:í，i;BJ}Vl糸、 lこ日;I! !WJがかかり， IFJil与に絞1引己効 fむのモータ\'i )J~'_llli~ :{-2 

開始しで I末R可ミヲ:ヨI変i低:氏五抗 5諒2の依/がJ宝緩1紙t車弘lí: 起;動b紡Üi前:泊日ψ仕のコY列{引縞|臨直 Jにこ;復支y減j母昔してて占モ…タ lは主 4特停iシ2よ1]

(9 ) 逆i:i (P羽f臼3渇S14 を;甲[しJ てのち， PBS1玲n i:.討‘.j抑1可中1ド1 すすム)

逆行(式=;10)搬出と反対の}jjr心させるため，まず PBS1< を押すと i立政力になる(この B2 がI\f0 る)。

この後， R13S13 合"1fTト、?と，綬{{ij起動会 rG司 Þhする J

(下降〉

(10) 下降 (PBS15 をザハ ) (悶 19)

:ì1tI付停止の状態没に〉 PIts:16 を押すと，舷'i G'i;殺がゆるんで， :tVIT'土卜'['4'ずる。

2. 今、援の問題点

小型災級機についての*!~免~;J-i来は Li己のとおりでおり， iJmiJ!iW'illlの可能性が明らかになった。

何時:じ今後解決を主主ずる問題点が IVJ らかになったり
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( 1 ) fた H i'授のイノ凶カのコニットイヒ

3Æf:材機の i) モコン研究ç)rlJ心会なすのはこの売が こすUl PBS とc.寸了令 タくの l} ~/，勾ぞ

]trJ 時(.2:弘りかし :長/~~の数だげの{J:事えーヲ[':;] ~]j'tζ，あるいは，ある時間おく:1['ど， ジーケンス ';!ýlj御ヲあるい

(;r フィー vパリク制仰をすることカγ戸会る。

まずこ， 1，，]ーの祭f;j校えそ廷にして， fl自立.'ij郎だけぞをカセット式にして入れ主?え，各都労ミ張りに対応できるり

モ 1 ン jとf;jも可ÍJ's 止なるので/;、後労、5長りと， とれに対応する ::1. ニツ「の組み合わせの 11J 滋f

っし、で検討したい。

く 2) ~R)J び) rJ 日liil!J

5J之カの討祖 IJiくごは， いくつえ川D二年f プJ がある〉

?f :� はこのたようにタ~Îi~!;長)J がおる-;cî::の {íW亡主主し たら F ヲムにプレーキがfドiEL ずる ;J71 た

プミ、b

'_ 6'ぐ〉

2 、。ある 定υ 〕 1王子Ij f付 u.:::}4'ミ ~~jJ ミ子市i1t .rtf ずる tnとである。

づコトランスミッ三ノ ンから符ドラム iCillh)J {:;伝送する )Ilf; (:gT，'.{EO)*材訟はほと/しどこの方式でお

)においては ，1'さドラムの ]nj以 Uli.i]が言べてはーうむ:匂 1 なるので s tn 1. c:口元r^ilぐしかとることができなし

;.1ぢ 2 (D:斤 ;JJ~)JH!!] :fj}T! 0) ドラムが独立しとI!lü く機構Jをも τfこ3長材織に1'0泊するーとえ))~C き 。

本{:;i} '/:i ではおミ! のノ弓了J采JH しにが 2 じっフ!J ìt も T!f徒であるの乙 としたい

も令 1幾減コ);武主:ti\:，泌氏 Iたとあるのでp そのヲ二郎引を検討すよ1 予?とであ-;',.,.. ,-, 

る。

「 η 、
育、、 J _/ 絞街号

緩衝泌が)~緩やリモ::1 :ノで TJ うには毛町長TJ うこにゆが5J~ 際j'jせであると思うがp 本被告では

フ71'まと，込、ど三L~{ùtE，そ…タで回転さぜる した。

ríÍJ者;ふ l_ TLlえを f;j九!(J ‘ く ， 'l~~(~?~iß少なくてすオ?ので~ I.U池での示L'VHと効史的

ヨ__ " _1~ .-,. 1 ..,_.- ~ .., 
じわ <0 c: ;r:j え也、 7)\~ どの絞J_(tcD TLR の数雪 l郎防 11号沿1，抵抗 1ìm:を設i乏したらよい j)、 iおえ機について災

験的てコJとめるこユができる h

後者:丸屯変化がスムのズであるので，綬1)らにはもっとも巡しているがp fこだ可動問iがあるので， C) 

んは'んだ f~ijj ど、 L仰と乙1M!耐えられるかが芳今後の Ib9~Kl\ である。

ケ町ブ刀、総か

木、hlf;~-'c ~土， il i!it，i oつ技小浅のケー i)é (iLZ夜 g ， 5m!m， lkm の遣さ部 k討を平iJ}jl L jこれ

ご Iン決ルj73L FJ  たのだえ

( s " 
\巴ノノ 安会認のためのお動化反i!'i導ノへの%llU~

i 七ttÞE 7;;~~、校入ずる ~) 5 ふどの松皮 f11;1; iじするかが Aつのてある o l~ iじで

二 ;i ， (:j: 1)そ

るものは

すhベて [~J したらよさそうであるが， ものによっては配総が淡械になったり，放問のの、がむずか

しくなり令俗?をかがさなどのマイブス OJiiiJが vでできて} ~)[:; Plj ~こ iんはられないらi fT も J312fこ、ろう。

文 高i

中村J走破:ジグザグ若手j{'j企業その今一えブfとやり方ヲ H 6台 p・， (1973) 

2) 杉m !守、機認の\i\~l~-ì~ (~製作E 日 TiJ-'工業約 t1-1J tL 338 p，~ (J 部8)
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。誕 th邑 Yarder based. on Automatic Control. 

(1自t Repm:t) 

Masahiro 1主YODO( l)

SUlnma.ry 

For the purpos巴 of r巴ducíng the nurnber of ﾍorest work記rs engaged in sk冝ding operatíons, 
safety of forest labor, and easier operation, some basic studies of yarder basecl on automatlc 
control by means of a smal]峨scaled 日xpcrimental m乱ch111e h自Ise beell made , and cornparatively 

good results were obtaì口巴d.

This method does llot n己記d th巴 operator of y旦rder. 1'he work記γ C札口 operate thc yarder 

by only pressing thc p日s11 button to mak巴 ON..OFF controls of the eiectr兤 current‘ 

Thcrc are still many problcms to so]ve about the circuit system蜘

Received January 29, 1976 
(1) Forest Mechanization D咩isi.on 


